
第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
ク
ロ
ー
バ
電
器
製
作
所

群
馬
県
太
田
市
岩
松
町
七
百
三
十
三
番
地
の
七

め
っ
き

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

2
3
0
1

Ｆ
Ｍ
Ｍ
`
Ｍ
Ｄ

神
栄
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

平成™š年Ÿ月Ÿ日 月曜日 第œ�˜š号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

岡
山
県
津
山
市
南
方
中
字
馬
ケ
谷
一
二
八
五
の

一
、
字
本
谷
奥
一
二
八
八
の
一
か
ら
一
二
八
八
の
四

ま
で
、
一
二
八
九
の
一
、
一
二
八
九
の
二
、
一
二
九

〇
、
字
馬
場
の
下
一
二
九
一
の
一
、一
二
九
一
の
二
、

字
藤
谷
一
二
九
二
の
一
、
一
二
九
二
の
二
、
一
二
九

三
か
ら
一
二
九
六
ま
で
、
字
大

保
一
二
九
七
、
一

二
九
八
の
二
、
油
木
北
字
高
山
九
七
七
の
一
、
九
八

〇
の
一
、
九
八
七
の
一
、
九
九
〇
の
一
、
九
九
〇
の

三
、
九
九
〇
の
四
、
九
九
一
、
里
公
文
字
脚
張
一
〇

六
三
の
一
、
一
〇
六
三
の
一
八
、
字
高
鉢
一
一
一
九

の
一
、
一
一
一
九
の
七
、
一
一
二
〇
の
一
、
一
一
二

〇
の
二
、
一
一
二
〇
の
四
、
一
一
二
〇
の
六
、
字
狸

岩
一
一
二
三
の
一
、
一
一
二
三
の
五
、
字
花
立
一
一

二
四
の
一
、
一
一
二
四
の
三
か
ら
一
一
二
四
の
五
ま

で
、
字
堂
敷
一
一
二
六
の
一
、
一
一
二
六
の
三
か
ら

一
一
二
六
の
七
ま
で
、
一
一
二
六
の
一
一
、
字
野
呂

田
一
一
二
七
、
字
場
が
瀬
一
一
二
八
の
一
か
ら
一
一

二
八
の
四
ま
で
、
字
立
岩
一
一
三
四
の
一
、
一
一
三

四
の
五
、
字
足
ケ
[
一
三
七
一
の
一
、
一
三
七
一
の

六
、
宮
部
上
字
西
谷
奥
八
〇
九
の
二
、
八
〇
九
の
五

か
ら
八
〇
九
の
一
三
ま
で
、
字
矢
倉
ケ
仙
八
七
〇
の

二
、
八
七
〇
の
九
、
八
七
〇
の
一
〇
、
八
社
字
神
崎

前
一
二
一
三
の
一
、
字
御
崎
一
二
一
五
の
一
、
字
御

崎
前
一
二
一
五
の
二
、
一
二
一
八
の
一
、
字
給
分
田

一
二
三
五
、
字
漆
本
一
二
六
五
の
一
、
字
畦
高
一
二

〇
広
島
高
等
検
察
庁
告
示
第
二
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条
第
二
項
の
事
務
所
の
場
所
を
変
更
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

広
島
高
等
検
察
庁
検
事
長

梶
木

壽

広
島
県
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
二
番
三
一
号
広
島
法
務
総
合
庁
舎

広
島
高
等
検
察
庁
総
務
部
企
画
調
査
課
内
情
報

公
開
窓
口

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

第
二
号
ロ
の
表
三
正
工
業
株
式
会
社
の
項
中
「
機
械
加
工
」
を
「
機
械
加
工
、
機
械
検
査
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
八
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る

よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左

記
冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
3年
７
月
2
0日

2
0
1
0年
３
月
2
6日

Ｔ
Ｋ
1
5
3
8
8
2
5

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
二
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
返
納
命
令
に
応
じ
て
返
納
さ
れ
た
が
、
同
法
第
十
八
条

第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
効
力
を
失
う
べ
き
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
の
で
、
左
記
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を

失
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
3年
７
月
2
8日

2
0
0
7年
６
月
2
9日

Ｔ
Ｈ
3
6
0
1
4
3
2

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
二
号

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
第
三
条
の

二
第
一
号
の
表
の
第
七
号
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
条
の
二
第
一
号
の
表
の
第
七
号
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
測
定
器
を
定
め
る

件
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
臼
杵
市

野
津
町
大
字
泊
字
久
保
二
三
六
七
の
五
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
高
岡
郡

檮
原
町
下
折
渡
七
五
の
二
、
八
九
の
二
、
九
〇
（
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

林
道
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
高
知
県
庁
及

び
檮
原
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
井
原

市
上
出
部
町
字
尾
挟
一
〇
三
七
の
三
、
一
〇
四
七
の

五
、
一
〇
四
八
の
二

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養
`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
井
原

市
上
出
部
町
字
尾
挟
一
〇
三
七
の
三
、
一
〇
四
一
の

七
、
一
〇
四
二
の
一
、
一
〇
四
七
の
五
、
一
〇
四
八

の
二

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
下
伊
那

郡
喬
木
村
九
二
七
二
の
九
、
九
三
一
九
の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
郡

東
峰
村
大
字
小
石
原
字
水
浦
一
八
四
七
の
二（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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